
















研究目的 

新生児の頭蓋内出血は,新生児疾患中頻度も高く重篤な例が多数含まれており,とくに児の

発達予後に関連して重要な疾患群である。わが国における新生児頭蓋内出血の研究は,各方

面において活発に行われてきたが,全国的な実態疫学調査は未だ行われていない。新生児集

中治療の進歩しつつある現時点の状況を把握し,本疾患に関する問題点を明らかにするこ

とは,今後の新生児医療の進歩のためにも有意義と思われるので,全国的調査を実施した。

主要な調査目的は,頻度,診療の概要,頭蓋内出血例の予後を知るためである。 


